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近畿地区大会 2023

産業標準化推進月間事業 

ドーンセンター

10月18日（水） 13：00～16：40

お申し込みされた方は、後日、全国大会の講演および地区大会のJIS登録認証機関協議会の、講演アーカイブ動画を無料でご視聴いただけます。

経済産業省では毎年10月を「産業標準化推進月間」と定め、各地方経済産業局とともに、

全国的に産業標準化の普及・啓発に関する各種の行事を展開しています。

その結果として、各組織に標準化が定着し、技術の向上や生産の効率化に大きな成果をあげてまいりました。

「標準化と品質管理 近畿地区大会」はこの普及活動の一環として、

経済産業省 近畿経済産業局、及び関係団体のご支援のもと、

本年度は裏面のプログラムにて開催いたします。JIS認証組織やISO登録組織の方々はもとより、

標準化と品質管理を推進しようとする企業の方々のご参加をお待ち申し上げております。



●京阪
●Osaka Metro谷町線
●JR東西線

 ｢天満橋｣下車東へ約350ｍ
 ｢天満橋｣下車東へ約350ｍ

｢大阪城北詰｣下車西へ約550ｍ

公共交通機関でのご来場にご協力をお願いいたします。

ドーンセンター　７階ホール
（大阪府立男女共同参画・青少年センター）  
大阪市中央区大手前１－３－４９

会  　場

11 ,0 0 0円（税込）

5,500円（税込）／1名様

※8月上旬頃にご招待のご案内をいたします。

無 料

※有料のお申込の場合は、請求書をお送りしますので、請求書に記載の日にちまでにお振込ください。尚、欠席された場合にも原則として返金はいたしませんので、予めご了承ください。 

ご加入１口につき１名様

口数以上のお申込

一般申込

維持会員の方

近畿
地区大会 2023
プログラム

産業標準化推進月間事業 

アクセス

プログラム

13:10-13:20 日本規格協会グループの活動と新たな取り組み 一般財団法人日本規格協会　理事
下境　健一

14:10-14:20 休 憩

13:00-13:10 開会挨拶 一般財団法人日本規格協会　関西支部　事務局長
山下　隆宣

15:10-15:20 休 憩

16:30-16:40 閉会挨拶 一般財団法人日本規格協会

特別講演

「ちょっと進んだモノづくり」
を目指すために、
メーカーに必要だったものは何か

英田エンジニアリングは、岡山県県北に本社を構えています。
田舎の中小企業ですが、全ての製品は自社ブランドとして研
究開発から販売、サービスまで一貫して手掛けています。自動
車の踏み間違い事故防止装置や自動車の盗難防止装置から
アグリビジネスまで、幅広く事業展開している当社ですが、ど
のように開発・生産しているのか。また、未だ世の中にないモ
ノを作っていくなかで、大切にしている事などをご紹介させて
いただきます。

株式会社英田エンジニアリング　代表取締役

万殿　貴志

14:20-15:10

講  演

JISマーク表示制度
～指摘事項・よい事例等、最新審査情報～

コロナ禍の３年を通じて新たなる社会システムの構築が模索
されています。一方、企業の品質不祥事は依然として発生して
います。JISマーク表示制度においても長年の運用による信頼
性に加え、DX化等の効率化や、より信頼性の向上を図る改善
が求められています。最新の運用状況や登録認証機関協議会
（JISCBA)の取り組みをご紹介するとともに、審査での不適合
事例及び品質管理のよい事例を紹介します。 

JIS登録認証機関協議会
株式会社マネジメントシステム評価センター

製品認証部　担当部長　塩崎　修男

15:20-16:30

報文集は紙での提供をいたしません。必要な方はダウンロード・印刷してご持参ください。

標準化と品質管理近畿地区大会 2023 事務局 
〒541-0043　大阪市中央区高麗橋 3-2-7　ORIX 高麗橋ビル
MAIL:kansai11@jsa.or.jp

お申込はWEBで S Q 大会 2 0 2 3 検 索 https://www.jsa.or.jp/

「日本型標準加速化モデル」の実現に向けて（仮）　

講  演

13:20-14:10
経済産業省　産業技術環境局　基準認証政策課

課長補佐　大谷　一真

グローバル市場の変化を踏まえ、日本の標準化活動も、経営
戦略と一体的かつ能動的に取り組むことが重要となっており、
そのために官民の各主体がどのような経営上／政策上の工
夫を講じていくべきか考える必要があります。
そのカギとなる、今日的な標準化の効果・効能について、本年
６月に日本産業標準調査会基本政策部会が取りまとめた「日
本型標準加速化モデル」を用いながらご紹介します。


